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                                                                      ２０１３年９月２４日  

マイツグループ 

           株式会社ビジネスブレイン太田昭和 

  

中国進出日系企業向け会計管理サービス基盤 

「仕訳ＨＵＢクラウド＆ＣＦＯ代行サービス」を開始 

～現地会計情報見える化による海外拠点の内部統制強化～  

  

株式会社マイツ（本社：京都市、代表取締役ＣＥＯ 池田博義/以下マイツグループ）、および株式会社

ビジネスブレイン太田昭和（本社：東京都港区、代表取締役社長 石川俊彦／以下ＢＢＳ）は、中国に

進出する日系企業に対し、２０１３年１０月１日より、２社協業による会計管理サービス基盤「仕訳Ｈ

ＵＢクラウド＆ＣＦＯ代行サービス」を開始します。 

本協業により、２０１５年度までに２００社の導入を目指します。 

 

■サービス開始の背景 

 昨今、中国に加えＡＳＥＡＮ市場は急成長を遂げています。この地域は加工貿易拠点として多くの  

日本の製造業が進出してきましたが、最近では消費拠点としての重要性の高まりとともに数多くの流通

業も進出するようになり、日本企業にとっての重要性はさらに高まっています。 

この状況の中、中国ＡＳＥＡＮ地域における日系企業では、ビジネス環境の変化とともに現在以下の

ような問題点を抱えています。 

 

 ビジネス規模の拡大とビジネス形態の変化（販売系の拡大）により、現地の「見える化ニーズ」が

増大。しかしながら日本人のＣＦＯ（最高財務責任者）を送り込む余裕も人材も不足。 

 現地ローカル経理担当者、ＩＴ技術者は日本本社の期待に応えられるスキルが不足。特に製造業に

おいては、原価計算（財務会計）のための在庫の受払にも困難をきわめ、現地からの資料だけでは

問題点が分かりにくい。 

 現地での優秀なスタッフの採用は困難であり、たとえ採用できても離職率が非常に高い。 

 

そのような背景の下、中国ＡＳＥＡＮの日本現地法人においては「真の現地化」が求められています。

現地においては人に依存しない業務の仕組みの整備、本社にとっては現地活動状況の透明性が期待され

ています。そのためには現地法人と本社の責任と権限を明確にし、両者にとっての有効な内部統制シス

テム、連結ガバナンスの整備が重要となってきます。そこでは、標準的なプロセス・ルールとＩＴシス

テムに裏打ちされた仕組みが求められてきます。 

そこでマイツグループ、ＢＢＳの２社は共同にて、本社側からの見える化とそれを効果的に運用でき

る「仕訳ＨＵＢクラウド＆ＣＦＯ代行サービス」の提供を開始することといたしました。 
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■「仕訳ＨＵＢクラウド＆ＣＦＯ代行サービス」とは 

 ＢＢＳは、現地会計パッケージ（用友/金蝶など）から出力される仕訳明細等の会計情報を仕訳ＨＵＢ 

クラウド内に取り込み、日本の本社に対し取引明細等現地会計情報の詳細の見える化環境を提供します。 

マイツグループは、中国会計を熟知したマイツグループの中国人会計士が現地拠点のＣＦＯを代行し、

現地の会計情報の詳細を分析、必要に応じてＩＮＶＯＩＣＥ（発票）等をチェック、本社へのアドバイ

スを実施します。 

 

【本サービスの特長】 

 会計システム（会計監査）のサブサービス（セカンドオピニオン）であり 、内部統制（牽制）と

しての「真の現地化」に効果を発揮します。 

 現地ローカルスタッフによる会計処理への牽制が働き、日本人ＣＦＯ不在の環境におけるガバナン

ス強化が可能です。 

 クラウドサービス化により、低コストかつクイックスタートを可能とします。 

 仕訳ＨＵＢ上の会計情報は、ダウンロードし分析などへの再利用が可能で、またＢＩツールによる

分析等にも活用できます。 

 日系製造業、流通業の現地会計情報見える化のみでなく、中国の企業へ出資している商社等の投資

先の見える化や、日系企業へ融資している銀行の与信管理等にも有用なサービスです。 

 

【サービスの概要】  

  

図．仕訳ＨＵＢクラウド＆ＣＦＯ代行サービスのイメージ 
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■「仕訳ＨＵＢクラウド＆ＣＦＯ代行サービス」価格 

 ・仕訳ＨＵＢクラウド導入一時経費：現地１拠点当たり ￥１２０,０００～ 

 ・仕訳ＨＵＢクラウドサービス費：月額 ￥７８,０００～ 

 ・ＣＦＯ代行サービス費：個別見積 

 

■ 今後の展開 

２０１３年１０月より中国現地法人を対象にサービスを開始し、２０１４年１月からはＡＳＥＡＮへ

の展開を予定しています。ＡＳＥＡＮでの展開に関しては、マイツグループの中国・アジア進出支援機

構との協業を予定しています。 

また、本会計管理サービス基盤を活用し、中国ＡＳＥＡＮ進出支援ＢＰＯサービスや、ＢＩツールと

の連携、既存会計システムとの連携等、会計管理面での付加価値サービスの拡大に努めてまいります。 

ＢＢＳおよびマイツグループは、現地の見える化環境の提供及びコンサルティングサービスにて、  

お客様の中国ＡＳＥＡＮ展開での利益創出と価値向上に貢献してまいります。 

 

■ 本サービスに対するお問い合わせ先 

株式会社ビジネスブレイン太田昭和        株式会社マイツ 

総合企画本部 担当：長尾            事業開発部 担当：篠原 

Tel：03-3507-1310  Fax:03-3507-1311       Tel:03-5549-2021  Fax:03-5549-2023 


